
発表番号 １                          高松市立古高松小学校 
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３ 研究の検証及び改善の手立て 
◯ 児童アンケートの「授業では、ノートに
自分の考えを書いているか。」について５月

と１１月を比較すると、肯定的な回答が４

４％から８４％へと増えた。お互いの意見

を述べ合ったり、考えを深めたり広げたり

する授業改善の工夫に努めてきた。 
● どのような視点や目的で交流するのかについて明確化し、考えを再構成するために言語活動の充実を図って
いきたい。 

 

 

主体的に考え、学び合うことで、「学びのときめきと喜び」にあふれた古高っ子の育成 
～自ら「問い」をもち、対話することで深い学びへとつながる学習活動の在り方～ 

 

学びのときめきと喜び 
思考力・判断力・表現力等

を高めるための工夫 主体的・対話的で深い学び

の実現に向けての工夫 

教科等の「見方・考え方」を

働かせるための工夫 

経験や知識を関連付けながら

思考を深める言語活動の充実

児童にとって必要感のある 

対話の工夫 

知識・技能を活用した、考え

る場の設定      豊かな心部会 すこやかな体部会 学力向上部会 教育活動部会による学習の基盤づくり ・発表ボードを活用した交流 

・思考の見えるノート 

・思考を可視化した板書 

・思考ツールの活用による比

較、関連付け、分類などの思

考整理 

・具体物や図による操作活動 

・児童が「考えたくなる」課題

づくり 

・見通しとゴールの共有化 

・問い返しによる学びを深める

対話 

・学びの再構成 

・自己の変容を感じる振り返り 

・各教科の特質に応じた物事

を捉える視点の明確化 

・何に目を向けて（視点）、ど

う考えるのか（思考の仕方）

という思考の枠組み 

・思考を促す「問い」の工夫 

・放課後マイ・スタディ 

・思考力UPタイム 

・学年団交流による交換道徳 

・コアラ隊によるボランテイア活動 

・ 

・元気タイムによる体力向上 

・自らつくる安全な学校生活 

・ 

８４％

４４％

１６％

５６％

１１月

５月

授業では、ノートに自分の考えを書いていますか。
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